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日本経済はようやく少し明るくなってきたと言われますが、デフレが解消されたわけではなく、まだ楽観をゆるさない状況にあります。国際情勢も、イラクや旧ソビエト連邦の国々などで混乱した状態が続いており、また、経済の面では中国の影響が大きくなってきています。

その中にあって、日本、そして当社は、勝ち残っていくことが大切であります。

当社は昨年９月に創立８５周年を迎えました。また、２００４年度を新たな成長に向けた再スタートの年と位置付けて事業を遂行し、順調に業績を伸ばすことができたと思っております。

個々の事業においても、まもなく商業運転を開始する中国・南通におけるポリアセタール樹脂製造設備、西安のたばこフィルター用アセテート・トウ製造設備の増設、国内ではＬＣＤ向けフィルム用酢酸セルロース製造設備の新設、堺工場のたばこフィルター用アセテート・トウ製造設備の大竹工場への移転、自動車エアバッグ用インフレータ事業では国内外の拠点の増強や新設、有機関係の新しい設備、また、半導体レジスト関連の事業など、グループ会社も含め、数多くのプロジェクトが進行しております。

今まさに会社が発展していく時期に入社されたみなさんには、活躍の場は充分にあります。今後の人生のほとんどを会社で過ごすわけですから、会社を自己実現の場として、悔いの残らない会社生活、そして人生をおくっていただきたいと思います。
そのためにも、「基本」として変わらないと思うので毎年申し上げていることですが、「きちんと挨拶することを基本として、お互いの心がふれあうようなコミュニケーションをとること」「有言実行すること」「何事にもメリハリをつけ、仕事でも遊びでも、今、取り組んでいることに集中すること」「いろいろなことに対して興味や好奇心を持ちつづけること」の４つを是非心がけてください。

人にはいろいろな個性があります。当社が合わないと思ったら他に活躍の場を求めることも否定はいたしません。しかし、そのエネルギーを、当社をより良くすることに向けていただくのも大切です。当社は第２次長期計画で「個性あるれる人たちによる特異な技術力を発揮してマーケットの信頼を得る技術立脚の会社」を目指しております。みなさんと力を合わせて、是非実現したいと思っておりますので、経験者の方は即プロフェッショナルとして、新卒の方は早くプロフェッショナルとなって、ご活躍いただくことを大いに期待しております。

以上
